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う語、 ζの点については，有田 (1971) も紹介
しているよう陀，最近多〈の疑念や異論が提出さ
れている。 (Kingma 1960 Hutert 
志 岐 常 正 (京大理・地鉱〉
1 9 67 S hepard et al 1 9 69，など)
しかし左がら，筆者の考えによれば，いわ的る
ターピダイトの内部堆積構造のmodelcyc1eとし







































イトの形成機構が明らかになるまで，n Boumi te" 
と呼ぶととを提案した¥/'10




走らよいo 1 Boumi te 1 の難点としては，日本
人にとって Borni teと音が似ているととである。
しかし Boumaという名前の発音は，岡田さん




式地と在った地名をとって， Pe"ira - Oavi te 
というのはどうだろうか。研究会会員の皆さんの
検討をb願いしたい。
在主子，上記の定義の rBoumaのモテツレに対比
されるJとは， Boumaのモデノレの a部からe部
までに対応する部分が全部そろっている ζとを意
味するわけではない。との点は，堆積学研究者の
方がたには言うまでもまいが，念のためつけ加え
-cぉ、<0
